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ゆ
く
年 

あ
っ
さ
ぶ
の
一
年

2017年も広報
あっさぶを　
ご覧いただき
ありがとう　
ございました

▲11月５日、日本テレビ「ザ！鉄腕！ＤＡＳＨ！！」（毎週日曜午後７時放送）で全国放送されました。

（制作会社の指示に従い広報あっさぶでの掲載は自粛しました）

新  春

特  集

（９月）

台風18号当町縦断し避難勧告を発令

▲万事に備え避難場所と経路の確認を（10月号）

（９月）

町内交通事故死ゼロ連続日数1000日を達成！

▲交通事故死ゼロ連続日数2000日に向け継続中（10月号）

（１１月）

北海道新幹線渡島トンネル（北鶉工区）着工

▲渋田町長らが工事の安全と無事故無災害を祈願（12月号）

（１１月）

道の駅売上額１億円を最速で突破

▲冬の売上額確保に向け鋭意検討中！（12月号）

 ＜番外編＞

2017年も全国放送で厚沢部町が紹介されました！
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新  春

特  集

2
0
1
7
年
の
あ
ゆ
み

広報あっさぶ
で厚沢部町の
2017年の主な
出来事をふり
かえります。

（１月）

商工会青年部創立50周年記念式典

▲前井敏弘第12代青年部長より謝辞（3月号）

（２月）

美和小学校閉校式典・思い出を語る会

▲美和小学校134年の歴史に幕を閉じる（4月号）

（３月）

上里ふれあい交流センター（上里温泉）落成

▲上里温泉リニューアルオープン！（4月号）

（７月）

町民待望の厚沢部町総合給食センター完成！

▲学校給食と高齢者配食を好評提供中（8月号）

（４月）

地域おこし協力隊員初の新規就農者

▲道の駅で阿部隆二さん野菜好評販売中（5月号）

（６月）

厚沢部町民最長寿記録を更新！

▲外﨑なつさん（106歳）の誕生日を祝福（7月号）
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へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
さ
ら
に

非
常
時
の
炊
き
出
し
機
能
も
備
え

よ
り
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
児
童
生

徒
や
高
齢
者
か
ら
は
「
米
飯
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
嬉
し
い
」

「
温
か
く
て
お
い
し
い
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
（
上
里
温
泉
）
が
オ
ー
プ
ン

し
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
町
外
か

ら
の
利
用
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
隣
接
地
に
移
住
交
流

施
設
を
整
備
中
で
あ
り
、
一
層
の

賑
わ
い
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
か
ら
2
年

近
く
経
ち
ま
し
た
が
、
現
在
、
2
0

3
0
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、

北
斗
市
か
ら
札
幌
ま
で
2
1
1
㎞

の
新
幹
線
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
昨
年
、
町
内
を　

㎞
通
過

7．5

す
る
渡
島
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
工

し
、
8
年
か
け
て
完
成
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
北
斗
市
か
ら
八
雲

間
の
渡
島
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
約

　

．
7
㎞
で
、
完
成
し
ま
す
と
鉄
道

32陸
上
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
国
内
最

長
と
な
り
ま
す
。
新
幹
線
が
北
斗

市
か
ら
札
幌
ま
で
延
伸
さ
れ
ま
す

と
約
1
時
間
あ
ま
り
、
札
幌
か
ら

東
京
間
で
は
5
時
間
ほ
ど
で
移
動

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
1
日

も
早
い
無
事
故
で
の
完
成
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
新
幹
線
開
業

ブ
ー
ム
が
過
ぎ
、
利
用
者
数
の
減

少
が
報
道
さ
れ
る
一
方
、『
道
の
駅

あ
っ
さ
ぶ
』
で
は
利
用
客
数
が
増

加
し
、
販
売
額
も
昨
年
よ
り
3
カ

月
も
早
く
1
億
円
に
到
達
い
た
し

ま
し
た
。
檜
山
の
玄
関
口
で
あ
る

『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』
の
年
間
を
通

じ
た
特
産
品
販
売
や
各
団
体
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
整
備
も
含

め
た
更
な
る
拡
充
を
で
き
る
限
り

早
く
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

年頭ご挨拶

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
年
は
戌
年
。
犬
は
社
会
性
が

あ
り
、
忠
実
な
動
物
で
人
と
の
付

き
合
い
も
古
く
、
親
し
み
や
す
い

動
物
で
す
。
一
度
に
た
く
さ
ん
の

赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
こ
と
か
ら
、
日

本
で
は
、
お
産
が
軽
い
と
さ
れ
、
安

産
祈
願
の
動
物
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
安
時
代
に
は
、
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
が
男
の
子
か
女
の

子
か
を
占
う
際
に
、
犬
が
姿
を
現

す
と
男
の
子
だ
と
し
た
話
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
犬
の
『
、
』
を
上
に

移
動
さ
せ
る
と
『
天
』
と
い
う
字
に

な
り
、
下
に
移
動
さ
せ
る
と
『
太
』

と
い
う
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、
皇

太
子
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
男
の
子
が
生
ま
れ
る
と
占
っ

た
よ
う
で
す
。

　

戌
年
に
ち
な
み
、
本
年
も
犬
馬

の
労
を
尽
く
し
、「
素
敵
な
過
疎
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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係
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耶

◆
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挙
管
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員
会

　

書
記
長　
　

朝　

倉　

秀　

美

（兼）
　

書　

記　
　

小　

西　

智　

晴

（兼）
　

書　

記　
　

首　

藤　

浩　

平

（兼）◆
監
査
委
員

　

書　

記　
　

朝　

倉　

秀　

美

（兼）
　

書　

記　
　

小　

西　

智　

晴

（兼）
　

書　

記　
　

首　

藤　

浩　

平

（兼）◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長　
　

前　

野　

宏　

之

（兼）
　
　
　
　
　
　

服　

部　

常　

人

　

総
務
係　
　

上　

戸　

陽　

介

（兼）

管
理
係
主
査
兼

住

宅

施

設

係

土

木

係

長

（
土
地
連
か
ら
派
遣
）

農
業
振
興
係
（
活
性

化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

管

理

係

長

兼

土

木

係

住
宅
施
設
係
長

兼

管

理

係

兼

建

築

係

主

幹

兼

総

務

係

長

給
食
係
主
査

（
再
任
用
）

林

業

振

興

係

兼
農
業
振
興
係

課

長

兼

建

築

係

長

建

築

係

兼

住
宅
施
設
係

上
下
水
道
係

主

査

上
下
水
道
係
主
査

（

再

任

用

）

兼
会
計
管
理
者

兼
出
納
課
長

出
納
課
主
幹

兼
出
納
係
長

給
食
係
主
査

（
再
任
用
）

農
業
振
興
係

主

査

事
務
局
長
兼

総
合
給
食
セ

ン

タ

ー

長

総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
係
長

社
会
教
育
係

主

査

事
務
局
長
兼

総

務

係

長

上
下
水
道
係

主

査

▲渡島トンネル（北鶉工区）工事を安全祈願

学
校
教
育
係
兼

総

合

給

食

セ

ン

タ

ー

係
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積
極
的
に
施
策
を
展
開

「
真
に
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
に
」

発
行
為
に
対
す
る
制
裁
を
強
化
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年

　

月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
使
い

10道
を
幼
児
教
育
や
高
校
無
償
化
な

ど
『
人
づ
く
り
革
命
』
に
も
充
て
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
2
0
2
0
年
度
の
国
・

地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
黒
字
化

を
目
標
と
し
て
い
た
財
政
健
全
化

は
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

借
金
体
質
か
ら
の
脱
却
が
危
ぶ
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

当
町
で
は
、
待
望
の
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
学
校
給
食

や
高
齢
者
配
食
を
開
始
し
て
お
り

4
月
か
ら
は
保
育
所
へ
の
給
食
も

始
ま
り
ま
す
。
1
日
1
0
0
0
食

の
調
理
能
力
を
有
し
、
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
米
飯
給
食
や
地
場

産
食
材
に
よ
る
献
立
、
児
童
生
徒

   　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
海

外
で
は
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
訴

え
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し

そ
の
発
言
が
時
と
し
て
、
世
界
を

困
惑
さ
せ
る
な
ど
物
議
を 
醸 
し
て

か
も

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
は
国
際
社
会
か

ら
の
孤
立
を
一
層
深
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
が
極

め
て
高
ま
っ
て
お
り
深
く
憂
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

国
内
で
は
、
衆
議
院
解
散
総
選

挙
が
行
わ
れ
、
相
次
ぐ
新
党
結
成

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
与

党
が
3
分
の
2
を
超
え
る
議
席
数

を
確
保
し
圧
勝
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
各
大
臣
が
再
任
さ
れ
、
第
4

次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
北
朝
鮮

の
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
挑

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成　

年
の
輝

30

か
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
政
を
担
い　

年
。
私
は
こ
れ

11

ま
で
公
約
の
着
実
な
推
進
と
新
た

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆

様
と
議
員
各
位
の
ご
理
解
ご
支
援

の
賜
物
と
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を

再
認
識
し
、
さ
ら
に
全
力
で
積
極

的
に
施
策
を
展
開
さ
せ
、
町
民
の

皆
様
が
「
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
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律

福
祉
介
護
係
長　
　
　

太　

田　

聡　

子

　
　
　
　

板　

坂　
　
　

勇

福
祉
介
護
係　
　

青　

柳　

秀　

和

三　

上　

裕　

介

　
　
　
　
　
　

石　

田　

和　

子

健
康
増
進
係
長　
　

藤　

岡　

智　

恵

健
康
増
進
係　
　

並　

川　

麻　

子

　

〃 
　
　
　

奈　

良　

陽　

子

　

〃 
　
　
　

菊　

池　

麗　

奈

住
民
年
金
係
長　
　

中　

里　

孝　

子

　
　
　
　
　
　
　
  

小　

森　

賢　

人

国
保
係
長　
　

森　
　
　

ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　

増　

田　
　
　

聡

生
活
環
境
係
長　
　

木　

口　

孝　

志

◆
厚
沢
部
保
育
所

　
 

所 

長　
　

笹　

森　

浩　

明

（兼）

◆
総
務
政
策
課

　
　
　
　
　
　

朝　

倉　

秀　

美

主　
　

幹　
　

津　

野　
　
   
修

総
務
係
長　
　

小　

西　

智　

晴

総

務

係

 

　
　

首　

藤　

浩　

平

　

〃　

　
　

飴　

谷　

美　

咲

　
　
　
　
　
　

東　

谷　

幸　

弘

住
民
運
動
係　
  　

川　

瀬　

皓　

太

政
策
振
興
係
長　
　

三　

戸　

康　

彰

◆
税
務
財
政
課　
　
　
　
　
　

課　
　

長　
　

竹　

中　
　
　

学

財
政
係
長　
　

安　

田　
　
　

光

財

政

係　
　

福　

田　

亜
矢
子

経
理
管
財
係
長　
　
　

能　

代　

一　

史

課
税
収
納
係
長　
      

藤　

田　

智　

美

　
　
　
　
　
　
　
  

船　

瀬　

祥　

太

課
税
収
納
係　
  　

丸　

山　

祐　

樹

　

〃　

　
　

堂　

下　

貴　

宏

◆
保
健
福
祉
課

課　
　

長　
　

笹　

森　

浩　

明

課

長

補

佐

兼

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長

主
幹
兼
福
祉
介
護

係
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係

課

税

収

納

係

兼
経
理
管
財
係

福
祉
介
護
係

主

査

住
民
運
動
係

主

査

住
民
年
金
係

兼

国

保

係

教 育 長

鈴　木　　聡

課

長

兼

住
民
運
動
係
長 謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹

賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
新新新新新新新新新新

謹
賀
新
年年年年年年年年年年年

国
保
係
主
査

兼
住
民
年
金
係

地

域

包

括

支

援

セ
ン
タ
ー
係
主
査

兼

健

康

増

進

係

福
祉
介
護
係

兼
生
活
環
境
係

年

頭

の

ご

挨

拶
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新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
7
月
の
雨
天
傾
向
に

よ
る
日
照
時
間
の
短
さ
や
台
風　
18

号
な
ど
に
よ
る
倒
伏
被
害
も
見
ら

れ
生
育
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
後

大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
の
大
き

な
自
然
災
害
は
な
く
、
各
作
物
の

品
質
・
収
量
共
に
ま
ず
ま
ず
の
出

来
秋
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
昨
年
は
農
業
委
員
会
に

と
っ
て
大
き
な
変
革
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公

選
制
か
ら
町
長
に
よ
る
選
任
制
に

変
更
に
な
り
初
め
て
の
委
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
選
の

結
果
、
6
名
の
新
任
委
員
を
含
む

　

人
体
制
（
左
下
参
照
）
と
な
り
、

14年
齢
構
成
も
全
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
若
返
り
ま
し
た
。

　

選
任
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
意

事
務
で
あ
っ
た
「
農
地
等
の
利
用

最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
）
推
進
」
が
必
須
業
務
と
な
り
、

新
体
制
の
農
業
委
員
会
の
責
務
は

よ
り
一
層
重
く
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
農
業
委
員
会
と
し
て

は
、「
農
地
の
番
人
」
と
し
て
高
い

中
立
性
と
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
農
業
委
員
会

の
体
制
強
化
を
継
続
的
に
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
鳥
獣
被
害
、
自
然
災

害
に
よ
る
農
地
や
農
作
物
等
被
害

対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
農
業
者
が
将
来
に
希
望
を
持

ち
、
持
続
的
か
つ
発
展
性
の
あ
る

農
業
経
営
の
た
め
、
長
期
的
な
観

点
と
実
効
性
の
あ
る
政
策
と
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
農
作
業
事
故
や
農
薬
事

故
を
く
れ
ぐ
れ
も
起
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、

皆
様
が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
さ
れ

る
こ
と
を
切
に
願
い
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新年のご挨拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

会　
　

長　

外　

﨑　
　
　

明

会
長
代
理　

小
野
寺　
　
　

孔

委　
　

員　

吉　

田　
　
　

藍

　
 
〃  　
　

奈　

良　

正　

人

　
 
〃  　
　

佐　

藤　

美
登
子

　
 
〃  　
　

木　

口　

幸　

弘

　
 
〃 　
 　

高　

田　
　
　

隆

　
 
〃 　
　
 
前　

田　

秀　

幸

　
 
〃 　
　
 
西　

口　

智　

章

　
 
〃 　
　
 
斉　

藤　

和　

博

　
 
〃 　
　
 
佐　

藤　

龍　

也

　
 
〃 　
　
 
下
川
部　

和　

宏

　
 
〃 　
　
 
佐　

藤　

貴　

彦

　
 
〃 　
　
 
由　

利　

昭　

人

　
  
（
議
席
番
号
順
）

会　長

外　﨑　　明

　

2
0
1
8
年
は
北
海
道
が
命
名
さ
れ
て
1
5
0
年
。

　

そ
し
て
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
誕
生
し
て　

年
目
と
い

15

う
年
で
す
。
北
海
道
の
節
目
の
年
に
、
お
子
さ
ま
が
誕
生
し
た
道
内
の
ご

家
庭
に
対
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
親
子
の
絆
が
一
層
深
ま
る
こ

と
を
願
い
、
記
念
ボ
ー
ル
（
幼
児
向
け
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
野
球
ボ
ー
ル
）

を
お
贈
り
し
ま
す
。
記
念
ボ
ー
ル
は
、
北
海
道
1
5
0
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

大
谷
翔
平
投
手
の
サ
イ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
野
球
レ
ベ
ル
は
学
童
・
中
学
軟
式
で
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ

る
な
ど
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
一
方
、
競
技
人
口
は
少
子
化
と
相
関
し
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
運
動
能
力
に
お
い
て
も
投
げ
る

力
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
運
動
習
慣
を
つ

け
て
健
や
か
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
も
込
め
て
贈
呈
し
ま
す
。

　

本
年
を
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
1
年
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
1
5
0
年
事
業

新
生
児
に
記
念
ボ
ー
ル
を
贈
呈

【大谷翔平投手からのコメント】

≪事業実施主体≫
北海道150年事業実行委員会（高橋はるみ会長）

株式会社 北海道日本ハムファイターズ

「自分自身も父や兄とのキャッチボール

から野球を覚えましたし運動が好きにな

るきっかけになってくれたら嬉しいで

す。子どもたちの元気な声があふれ、この

先も野球をはじめスポーツで活気ある北

海道であり続けることを願っています。」

97Vol.
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ま
た
、
公
約
と
し
て
掲
げ
た
「
人

づ
く
り
革
命
」
で
は
、
子
育
て
や
介

護
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た

め
消
費
税
の
使
途
を
大
き
く
変
更

し
、
2
兆
円
規
模
の
政
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

保
障
制
度
を
大
き
く
改
革
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
若
者
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
全
世
代
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
大
胆
な
制
度
の
変
更
や
支

援
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
中
で
、

地
方
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
任
は
益
々
大
き
く
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
自
主

性
、
主
体
性
を
発
揮
し
た
「
1
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ

り
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議
会

運
営
を
行
い
な
が
ら
、
行
政
運
営

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成　

年
の
新
春
を

30

町
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
国
政
に
お
い
て
は
、
国
難

突
破
を
大
義
名
分
に
突
如
と
し
て

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
総
選
挙
が
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
自
民
、
公
明
の
与
党
が

3
0
0
議
席
を
超
え
る
圧
勝
で
終

わ
り
、
第
4
次
安
倍
内
閣
が
発
足

し
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

り
戦
後
、
2
番
目
の
長
さ
と
な
っ

た
景
気
拡
大
の
恩
恵
が
地
方
に
も

い
き
わ
た
り
、
日
本
全
体
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
施
策
の
展
開
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

厚
沢
部
町
議
会
議
長

   
鈴  
木  
祥  
司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

山　

崎　
　
　

孝 

副
委
員
長 

下
川
部　

洋　

伸

委　
　

員　

佐
々
木　
　
　

宏  

委　
　

員    
浜　

塚　

久　

好

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委 

員 

長 

髙　

田　

一　

弥

副
委
員
長 

松　

村　

松　

雄

委　
　

員 　

中　

山　

俊　

勝

委　
　

員    
只　

野　
　
　

勲

副議長

佐々木　宏

の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

を
図
り
、
厚
沢
部
町
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持

て
る
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
そ
の
職

責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

�

院

長

 

　
　

木　

村　

一　

隆

医　
　

師　
　

南　

田　

英　

俊

事

務

長

 

　
　

森　
　
　

理　

生

　
　
　
　
　
　

北　

川　

広　

幸

　
　
　
　
　
　

林　
　
　

慶　

太

管
理
栄
養
士　
　

道　

島　

洋　

子

　
　

　

 
 
坂　

本　

和　

晃

薬
剤
師
長　
　

金　

澤　

潤　

子

看
護
師
長　
　

松　

橋　

和　

子

主
任
看
護
師　
　

中　

島　

育　

子

〃　
　
　
 
丹　

保　

麻　

美

〃　
　
　
 
鈴　

木　

ゆ
き
み

看

護

師　
　
 
中　

川　

麻　

子

〃　
　
　
 
溝　

口　

真
由
美

〃　
　
　
 
中　

里　

珠　

美

〃　
　
　
 
高　

杉　

裕
美
子

〃　
　
　
 
國　

仙　

若　

子

〃　
　
　
 
山　

田　

応
里
絵

〃　
　
　
 
尾　

山　

順　

子

〃　
　
　
 
杉　

野　

麻　

美

〃　
　
　
 
亀　

田　

美
智
子

准
看
護
師　
　

大　

滝　

美
千
代

〃　
　
　
 
岩　

田　

久
美
子

〃　
　
　
 
下
川
部　

紀　

子

〃
（
再
任
用
）　
 

丸　

山　

奈
知
子

〃
（
再
任
用
）　
 

蛯　

名　

美
由
紀

◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

相　

馬　
　
　

優

　
　

福　

田　

昭　

浩

　
　

中　

山　

博　

之

庶
務
係
長　
　

松　

原　

茂　

樹

管
理
係
長　
　

下
川
部　
　
　

純

並　

川　

光　

生

　
　
　
　
       
加　

澤　

寛　

明

予
防
係
長 

三　

崎　

慶　

智

　
　
　
  
酒　

井　

遵　

樹

松　

神　

雅　

朗

救
急
係
長　
　

太　

田　

稔　

久

救

急

係

 

　
　

庄　

山　

一　

輝

森　

山　

泰　

凪

警
防
係
主
任　
　

柴　

田　

直　

行

警

防

係

 

　
　

唯　
　
　

大　

介

〃 　
　
　

佐
々
木　

智　

也

　
　

◆
派
遣

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱

室
長
（
再
任
用
） 

森　
　
　

稔　

彦

主
幹
兼
総
務
係
長

兼

医

事

係

臨

床

検

査

技

師

長

医

事

係

長

兼

総

務

係

主

幹

兼

危
険
物
係
長

主

幹

兼

警
防
係
長

予

防

係

兼

警

防

係

救

急

係

兼

警

防

係

予

防

係

兼

危

険

物

係

管
理
係
主
任
兼

庶

務

係

主

任

管

理

係

兼

庶

務

係

新

年

の

ご

挨

拶
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地
球
温
暖
化
防
止
貢
献
の
森
林
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

下
川
部
博
文
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

　

第　

回
『
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

37

江
差
地
区
大
会
』（
江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
主
催
）
に
お
い
て
、
厚

沢
部
中
学
校
（
塩
﨑
弘
明
校
長
）
の
干
山
愛
梨
さ
ん

（
1
年
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
大
島
亜
子
さ

ん
（
3
年
）
も
奨
励
賞
を
受
賞
し
、　

月　

日　

、
表

12

12

（火）

彰
状
授
与
式
が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
人
権
尊
重
の
重
要

性
や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
毎

年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
江
差
支
局
管
内
7
中
学
校

よ
り
3
3
0
編
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
   
厚
沢
部
中
2
名
が
入
賞

人

権

作

文

コ
ン
テ
ス
ト

　

森
林
の
適
切
な
管
理
、
育
成
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
森
林
所
有
者
等
を
表
彰
す

る
『
ほ
っ
か
い
ど
う
地
球
温
暖
化
防
止
貢
献
の
森
林
づ
く

り
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
お
い
て
、
下
川
部
博
文
さ
ん
（
稲
見
）
が

ス
ギ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、　

月　
12

22

日　

、
表
彰
状
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（金）

　

下
川
部
さ
ん
は
農
閑
期
を
利
用
し
て
森
林
経
営
を
行
い

現
在
、
町
内
に　
　

（
人
工
林　
　

天
然
林
7　

）
を
所
有
。

20
ha

13
ha

ha

ス
ギ
や
ヒ
バ
は
森
林
の
主
伐
目
標
を
1
0
0
年
に
設
定
し

優
良
大
径
材
生
産
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
出
展
し

た
ス
ギ
は
、
計
画
的
か
つ
適
期
に
除
伐
、
枝
打
ち
、
間
伐
が

実
施
さ
れ
、
地
域
の
模
範
林
に
な
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷則則則則則則則則則則則則則則則則則則則則ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表新谷則さん全国表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

函館厚沢部会会員（木間内出身）
―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
何
歳
か
ら
町

　

会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

昭
和　

年
、　

歳
の
時
に
今
住
む
大
川
町

40

29

町
会
役
員
と
な
り
、　

歳
で
大
川
町
会
会
長
、

55

　

歳
で
函
館
市
連
合
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

78―
他
に
も
多
く
の
職
に
就
い
て
い
ま
す
ね
？

　

防
犯
協
会
長
や
薬
物
乱
用
防
止
協
議
会

長
、
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
等
な
ど
で
す
。

―　

歳
で
公
職
を
こ
な
す
元
気
の
秘
訣
は
？

82

　

い
や
い
や
、
元
来
丈
夫
な
身
体
で
は
な
い

よ
。　

歳
の
時
に
甲
状
腺
の
病
気
で
初
め
て

53

入
院
。　

歳
で
は
肝
臓
の
病
気
を
患
い
命
も

59

危
な
か
っ
た
（
鶉
出
身
の
奥
様
サ
ツ
子
さ
ん

も
死
を
覚
悟
し
た
程
）
。
そ
の
後
も
脳
や
胆
の

う
等
の
病
気
で
入
院
、
手
術
を
繰
り
返
し
た
。

―
大
変
な
時
を
過
ご
し
、な
ぜ
会
長
に
？　

　

仕
事
も
そ
う
だ
ろ
う
け
ど
町
会
は
助
け
合

い
支
え
合
い
の
組
織
。
誰
か
が
や
ら
な
い
と

な
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
自
分
が
や
ろ
う
と
。
あ

と
、
今
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
少
し
で
も
良

い
マ
チ
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
か
な
。

―
最
後
に
、ご
夫
婦
で
厚
沢
部
出
身
で
す
が
、

　

外
か
ら
見
た
最
近
の
厚
沢
部
の
印
象
は
？

　

人
口
は
減
っ
て
い
る
け
ど
個
性
を
出
し
頑

張
っ
て
い
る
な
と
い
う
印
象
。
マ
チ
に
住
む

人
、
関
わ
る
人
が
マ
チ
を
良
く
し
た
い
と
い

う
思
い
を
持
ち
（
た
だ
し
、
欲
望
の
ま
ま
要
求

し
て
は
ダ
メ
）
、
今
を
維
持
す
る
こ
と
、
で
き

る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
や
る
こ
と
が
大
切
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
よ
。

　

木
間
内
出
身
の 
新
谷
則 
さ
ん
（　

歳
）
が
長
年
自
治
会
活
動
に
貢

し
ん
や
た
だ
し

82

献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
全
国
自
治
会
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
た
。

函
館
市
町
会
連
合
会
長
を
務
め
る
新
谷
さ
ん
の
自
宅
を
訪
ね
た
。

全国自治会連合会会長表彰

▲大島亜子さん（全列左）と干山愛梨さんを囲んで

8

第
４
回
町
議
会
定
例
会

　
　

月　

日　

、
第
4
回
町
議
会

12

13

（水）

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、　

年
度
各

29

会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
、

監
査
委
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
は
『
議
会
だ

よ
り
3
月
号
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

29

算
は
1
千
6
4
6
万
5
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を　

億
2
千
2

40

5
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
公

共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
、
住
民

記
録
・
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
に

係
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、
地
域
づ
く

り
総
合
交
付
金
『
農
作
業
受
託
組

織
機
能
強
化
整
備
事
業
費
』
、
農
業

後
継
者
就
農
奨
励
金
、
有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
関
連
経
費
、
道
営
農
道

整
備
事
業
『
鶉
西
中
館
地
区
』
及
び

『
西
鶉
地
区
』
負
担
金
増
減
調
整
、

檜
山
広
域
行
政
組
合
消
防
費
負
担

金
な
ど
で
す
。

監
査
委
員
に
進
藤
貞
夫
氏

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
1
9
6

条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
任
期

満
了
と
な
る
監
査
委
員
に
、
共
和

の
進
藤
貞
夫
氏
（　

歳
）
の
再
任
が

75

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
進
藤
委
員
は

平
成　

年
2
月　

日
に
初
め
て
就

14

27

任
以
降
、
今
回
の
選
任
で
監
査
委

員
5
期
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
給
食
等
の
要
請
が
可
能
に

ハ
ー
ベ
ス
ト
㈱
と
協
力
協
定
を
締
結

　

町
は
、
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
事
業
者
で
あ
る
ハ
ー
ベ
ス

ト
㈱
（
代
表
取
締
役
・
脇
本
実
社
長

本
社
・
横
浜
市
）
と
、
災
害
時
に
お

け
る
応
急
給
食
等
業
務
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
町
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
食
料
供
給
の
一
環
に
よ

る
も
の
で
、
町
内
で
地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合

監査委員

進  藤  貞  夫

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は  

見
学
と
試
食
が
で
き
ま
す

　

昨
年
8
月
よ
り
学
校
給
食
の
配

食
を
始
め
た
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
左
記
の
と
お
り
見
学
及
び
試

食
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
（
☎

5
6
‐
1
1
4
7
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

学
校
給
食
の
あ
る
平
日

◆
人
数　

概
ね　

名
か
ら　

名

10

30

◆
予
約　

試
食
は
2
週
間
前
迄

　
　
　
　

見
学
は
概
ね
1
週
間
前

◆
料
金　

試
食
は
1
食
2
9
0
円

　
　
　
　

（
見
学
の
み
は
無
料
）

　
　

月
1
日　

か
ら
4
日
間
、
町
内
5
会
場
で
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開

12

（金）

催
。
町
民
や
議
会
議
員
ら
延
べ　

名
が
出
席
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意

97

見
や
要
望
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
町
長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

に
、
調
理
能
力
１
日
1
0
0
0
食

を
有
す
る
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
炊
き
出
し
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
住
民
生
活
の
早
期
安
定

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結

し
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
に
よ
り

町
は
災
害
時
に
調
理
業
務
や
避
難

所
等
へ
の
配
送
業
務
を
ハ
ー
ベ
ス

ト
㈱
に
要
請
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

町
よ
り
３
点
を
資
料
説
明

　

座
談
会
の
冒
頭
、
町
か
ら
左
記

3
点
に
つ
い
て
の
報
告
並
び
に
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
配
付
し

た
資
料
は
、
町
Ｈ
Ｐ
の
『
行
政
情
報

→
ま
ち
づ
く
り
』
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
各
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
中
学
校
統
合
の
進
捗
状
況
に
つ

　

い
て
【
担
当
：
教
育
委
員
会
事

　

務
局
学
校
教
育
係
】

②
新
た
な
国
保
制
度
に
つ
い
て　

　

【
担
当
：
保
健
福
祉
課
国
保
係
】

③
水
道
事
業
会
計
の
現
状
と
設
備

　

更
新
事
業
に
つ
い
て
【
担
当
：

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
】

　

現
在
、
各
町
内
会
長
宛
に
町
政

要
望
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
声
を
大
切
に
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲

クリスマス特別メニューで、

　モミの木型ハンバーク登場！

　みんなの喜ぶ顔が目に浮かぶ
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第
一
生
命
労
組

第
一
生
命
労
組
がが

厚
小
学
童
保
育

厚
小
学
童
保
育
にに

絵
本
セ
ッ
ト
を
寄

絵
本
セ
ッ
ト
を
寄
贈贈

　
　

月　

日　

、
第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
支
部
（
内
藤

12

11

（月）

要
一
執
行
委
員
長
）
の
２
名
が
、
厚
沢
部
小
学
校
な
か
よ

し
児
童
会
を
訪
れ
、
絵
本
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
支
部
は
平
成
６
年
度
よ
り

毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年

度
も
９
月
に
函
館
市
で
開
催
し
た
バ
ザ
ー
収
益
金
の
一

部
を
活
用
し
、
絵
本
セ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

絵
本
セ
ッ
ト
贈
呈
式
で
は
、
澤
口
芽
駈
く
ん
（
小
１
・

写
真
手
前
）
と
上
田
怜
く
ん
（
小
２
・
同
奥
）
が
代
表
し
て

受
け
取
り
、
出
席
者
全
員
の
大
き
な
声
で
お
礼
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまちののののののののののの  たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

鶉
中
学

鶉
中
学
校校
人
権
教

人
権
教
室室

自
分
自
身
を
開
放

自
分
自
身
を
開
放
しし

人
間
関
係
を
円
滑

人
間
関
係
を
円
滑
にに

　
　

月　

日　

、
人
権
擁
護
委
員
の
岩
田
冨
貴
子
さ
ん

12

12

（火）

（
鶉
）
が
鶉
中
学
校
（
大
口
久
克
校
長
）
で
最
後
と
な
る
人

権
教
室
を
行
い
、
心
理
学
者
が
考
案
し
た
『
ジ
ョ
ハ
リ
の

窓
』
を
用
い
て
３
～
４
名
の
グ
ル
ー
プ
で
討
議
。『
自
分

も
他
人
も
知
っ
て
い
る
自
分
（
開
放
の
窓
）
』『
自
分
は
気

付
い
て
い
な
い
が
他
人
は
知
っ
て
い
る
自
分
（
盲
点
の

窓
）
』『
自
分
は
知
っ
て
い
る
が
他
人
に
隠
し
て
い
る
自

分
（
秘
密
の
窓
）
』『
他
人
も
自
分
も
気
付
い
て
い
な
い
自

分
（
未
知
の
窓
）
』
の
４
つ
の
窓
を
各
々
洗
い
出
し
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
に
は
開
放
の
窓
を

大
き
く
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
学
び
ま
し
た
。

▲お話ポケット中野さんと子ども達とのやりとりに周りの大人も大笑い

厚
沢
部
保
育
所

厚
沢
部
保
育
所
でで

読
み
聞
か
せ
会

読
み
聞
か
せ
会
とと

ちち
ょ
っ
と
体
験
開

ょ
っ
と
体
験
開
催催

　
　

月　

日　

、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

12

18

（月）

ル
『
お
話
ポ
ケ
ッ
ト
』
に
よ
る
『
ク
リ
ス
マ
ス
読
み
聞
か

せ
会
』
が
、
厚
沢
部
保
育
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
会
の
後
に
は
町
内
保
育
所
で
初
の
企
画

『
保
育
所
ち
ょ
っ
と
体
験
』
が
開
催
さ
れ
、
保
育
所
に
入

所
し
て
い
な
い
未
就
学
児
と
保
護
者
が
保
育
所
の
同
年

齢
の
子
ど
も
た
ち
や
保
育
士
と
関
わ
り
な
が
ら
保
育
所

の
日
常
の
様
子
や
活
動
内
容
を
体
験
。
参
加
し
た
保
護

者
は
「
様
々
な
体
験
や
経
験
を
通
し
て
心
の
成
長
を
大

切
に
し
て
い
る
保
育
所
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
と

て
も
良
い
機
会
で
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲子どもたちは大喜び！毎年の寄贈に際し心より感謝申し上げます。

▲人権イメージキャラクター（あゆみちゃんとまもるくん）を囲んで

10

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

▲充実した時間を過ごしたことがみんなの表情から感じられる。

館館
中中
３
年
３
年
生生

相
手
に
寄
り
添

相
手
に
寄
り
添
いい

笑
顔
で
触
れ
合

笑
顔
で
触
れ
合
いい

　
　

月
６
日　

、
館
中
学
校
（
太
多
弘
之
校
長
）
３
年
生

12

（水）

７
名
が
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
ゆ
い
ま
～
る
厚

沢
部
』
を
訪
れ
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
訪
問
前
、
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
内
容
を
高
齢
者
の
こ
と
を
思
い
な

が
ら
熟
慮
。
終
了
後
、
由
利
駿
弥
く
ん
は
「
準
備
の
時
は
、

高
齢
者
の
方
が
体
操
や
歌
、
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
で
く
れ

る
か
な
と
不
安
だ
っ
た
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
か

け
た
こ
と
で
会
話
も
弾
み
、
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
自
分
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
し
充
実
し
た
時
間
で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲「砂糖をとり過ぎると太りやすくなったり虫歯になったりするんだね」

キ
ッ
ズ
食
育
の

キ
ッ
ズ
食
育
の
森森

地
域
で
育

地
域
で
育
むむ

食
の
大
切

食
の
大
切
ささ

　

家
庭
教
育
学
級
『
キ
ッ
ズ
食
育
の
森
』
が
町
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
８
名
が
食
育

講
話
と
調
理
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
砂
糖
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
よ
う
！
」
と
題
し
た
食

育
講
話
で
は
、
役
場
農
業
振
興
係
２
名
の
講
師
と
一
緒

に
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
製
。
ジ
ュ
ー
ス
の
中
に
含

ま
れ
る
砂
糖
の
多
さ
を
学
び
ま
し
た
。
調
理
体
験
で
は
、

町
食
生
活
改
善
協
議
会
員
と
一
緒
に
、『
野
菜
た
っ
ぷ
り

エ
ビ
シ
ュ
ー
マ
イ
』
な
ど
中
華
料
理
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
林
愛
莉
さ
ん
（
厚
小
２
年
）
は
「
お
家
で

み
ん
な
と
作
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲『厚沢部愛』を感じる安田さんと下川部くんのプレゼンは観衆を魅了！

渋
田
町
長
も
絶
賛

渋
田
町
長
も
絶
賛
！！

地
元
高
校
生

  
地
元
高
校
生
がが

町
の
魅
力
を
発

町
の
魅
力
を
発
表表

　
　

月
９
日　

、
地
域
教
育
政
策
推
進
事
業
『
ひ
や
ま

12

（土）

ウ
ォ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
2
回
全
体
会
』
が
檜
山

合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
檜
山
管
内
の
高
校
生　

名
が

17

出
席
。
各
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
作
製
し
て
き

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
管
内
の
町
長
や
教
育
長
ら

　

名
の
講
評
者
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

18
　

厚
沢
部
町
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
た
の
は
江
差
高
校
２

年
生
５
名
。
全
体
会
で
は
下
川
部
雅
輝
く
ん
と
安
田

萌
々
花
さ
ん
（
と
も
に
赤
沼
町
）
の
２
名
が
『
豊
か
な
自

然
と
食
物
の
交
響
曲
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｕ
』
を
テ
ー
マ
に
作

製
し
た
誌
面
や
取
材
時
の
出
来
事
を
発
表
し
ま
し
た
。



13

★
南
檜
山
少
年
柔
道
大
会

〔　

月　

日　

・
厚
沢
部
町
開
催
〕

11

18

（土）

【
団
体
戦
】

☆
小
学
校
低
学
年
の
部

〔
第
2
位
〕
厚
沢
部
少
年
団

【
個
人
戦
】

☆
小
学
校
2
年
生
の
部

〔
第
2
位
〕
柴
田
依
蕗
く
ん
（
厚
）

☆
小
学
校
5
年
生
の
部

〔
第
3
位
〕
石
井
透
子
さ
ん
（
厚
）

☆
中
学
生
男
子　

㎏
以
下
級

55

〔
第
3
位
〕
櫻
庭
駿
輔
く
ん
（
館
3
）

★
檜
山
管
内
ス
ポ
少
柔
道
大
会

〔　

月
2
日　

・
厚
沢
部
町
開
催
〕

12

（土）

【
団
体
戦
】

☆
小
学
生
の
部

〔
第
3
位
〕
厚
沢
部
少
年
団

【
個
人
戦
】

☆
小
学
校
5
年
生
の
部

〔
第
2
位
〕
石
井
透
子
さ
ん
（
厚
）

☆
中
学
生
男
子　

㎏
以
下
の
部

55

〔
第
3
位
〕
櫻
庭
駿
輔
く
ん
（
館
3
）

〔
第
3
位
〕
石
井
遼
平
く
ん
（
厚
1
）

〔
ス
ポ
少
大
会
結
果
〕

～
柔
道
少
年
団
編
～

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
と
空
手

と
自
転
車
で
す
。
体
を
動
か
す
こ

と
が
大
好
き
で
す
。

　

弁
護
士
1
年
目
は
、
民
事
事
件

か
ら
刑
事
事
件
ま
で
幅
広
い
業
務

を
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
的

に
、
弁
護
士
会
館
な
ど
で
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
経
験
を
法
テ
ラ
ス
江
差
で
の
業

務
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な

弁
護
士
に
な
る
た
め
に
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま

た
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
土
日
の
ご

相
談
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

加
地
彰
吾
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

新
任
の
ご
挨
拶

74

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
は
平
成　

年
1
月
1

30

日
付
で
法
テ
ラ
ス
江
差
に
赴
任
し

た
弁
護
士
の
加
地
彰
吾
で
す
。

　

ま
ず
は
、
私
の
経
歴
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
身
は
四

国
の
徳
島
県
徳
島
市
で
す
。
徳
島

県
を
離
れ
る
ま
で
私
は
雪
を
ほ
と

ん
ど
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

徳
島
の
高
校
を
卒
業
後
、
東
北
大

学
法
学
部
に
進
学
し
、
東
北
大
学

卒
業
後
は
東
京
の
印
刷
会
社
な
ど

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
会
社
を

退
職
後
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
法

務
研
究
科
へ
進
学
し
、
な
ん
と
か

司
法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
弁
護
士
1
年
目
は
山

形
県
山
形
市
に
あ
る
法
律
事
務
所

で
働
き
、
今
年
か
ら
法
テ
ラ
ス
江

差
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
故
郷
は
四
国
、
大
学
は

東
北
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
東

京
、
弁
護
士
１
年
目
は
ま
た
東
北
、

弁
護
士
2
年
目
は
北
海
道
、
思
え

ば
遠
く
に
来
た
も
の
で
す
。
あ
る

意
味
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
る
と

　

お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
食
べ
物

と
い
え
ば
「
も
ち
」
で
す
が
、
も
ち

は
「
も
ち
米
」
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
で
は
、
同
じ
米
で
も
「
も
ち
米
」

と
「
う
る
ち
米
（
普
通
の
ご
は
ん
）
」

で
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

米
の
主
成
分
は
「
で
ん
ぷ
ん
」
で

す
。
で
ん
ぷ
ん
は
糖
が
た
く
さ
ん

繋
が
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
ご
は

ん
を
よ
く
噛
む
と
甘
く
感
じ
る
の

は
、
口
の
中
（
唾
液
に
含
ま
れ
て
い

る
酵
素
）
で
、
で
ん
ぷ
ん
が
糖
に
分

解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
で
ん
ぷ
ん
に
は
、
直
線
的

な
形
を
し
て
い
る
「
ア
ミ
ロ
ー
ス
」

と
、
分
岐
が
多
い
形
の
「
ア
ミ
ロ
ペ

ク
チ
ン
」
と
い
う
2
種
類
が
あ
り

ま
す
（
下
図
参
照
）
。
ア
ミ
ロ
ペ
ク

チ
ン
は
分
岐
し
た
部
分
が
他
の
で

ん
ぷ
ん
と
結
合
す
る
た
め
、
で
ん

ぷ
ん
同
士
の
繋
が
り
が
た
く
さ
ん

で
き
ま
す
。
こ
れ
が
粘
り
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
米
の
で
ん
ぷ
ん
は
ア
ミ
ロ

ペ
ク
チ
ン
が　

％
で
す
。
そ
れ
に

100

対
し
て
、
う
る
ち
米
の
で
ん
ぷ
ん

は
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が
約　

％
、

80

ア
ミ
ロ
ー
ス
が
約　

％
で
す
。
つ

20

ま
り
、
こ
の　

％
の
ア
ミ
ロ
ー
ス

20

が
存
在
す
る
こ
と
で
粘
り
が
少
な

く
な
り
、
も
ち
に
は
な
ら
ず
、
ご
は

ん
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
近
年
「
米
粉
」
に
つ

い
て
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
米
粉
の
う
ち
、
う
る

ち
米
で
作
っ
た
も
の
は
「
上
新
粉
」

も
ち
米
で
作
っ
た
も
の
は
「
白
玉

粉
」
と
呼
ば
れ
、
こ
ち
ら
も
使
い
分

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

『
も
ち
米
』
と
『
う
る
ち
米
』
の
違
い

Vol.

12

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

10
　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
時
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い

人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
20

か
ら　

歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、

60

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

『
加
入
の
手
続
き
』

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
1

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
、
役
場
で
直

接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

2
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
3
号
被
保
険
者
の
方
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、「
万
が

一
」
の
時
、
障
害
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所

得
が
な
い
学
生
の
方
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
経
済
的
な

理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
も
あ
り
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど

　

う
ぞ　

☎

6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

新
成
人
の
皆
さ
ん
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

最
低
賃
金
引
上
げ
支
援

中
小
企
業
向
け
助
成
金

　

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
を
支

援
す
る
『
業
務
改
善
助
成
金
』
の
申

請
期
限
は
1
月　

日
必
着
で
す
。

31

　

詳
細
は
『
業
務
改
善
助
成
金
』
で

検
索
の
上
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日　

、
第
2
回
『
厚

11

27

（月）

沢
部
町
発
達
支
援
（
発
達
障

が
い
）
研
修
会
』
を
町
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
町
民
や

保
育
士
ら　

名
（
う
ち
男
性

38

8
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
に
は
札
幌

医
科
大
学
保
健
医
療
学
部
澤

田
い
ず
み
准
教
授
を
講
師
に

招
き
、
講
義
『
子
ど
も
と
の
関

係
を
育
む
前
向
き
子
育
て
～

ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ト
リ
プ
ル
Ｐ
に
つ
い
て
～
』

を
聴
講
後
、
6
つ
の
グ
ル
ー

プ
で
参
加
者
の
子
育
て
の
悩

み
や
体
験
談
を
話
し
合
い
、

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
子
育
て

に
楽
し
く
や
り
が
い
を
感
じ

る
『
前
向
き
子
育
て
（
ト
リ
プ

ル
Ｐ
）
』
の
実
践
に
向
け
て
、

学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か

ら
は
「
体
験
談
が
混
じ
っ
て

い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
こ
の
学
び
を
今
後
の
子
育

て
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

「
明
日
か
ら
子
ど
も
を
機
嫌

良
く
起
こ
す
方
法
を
実
践
し

て
み
る
」「
子
ど
も
が
で
き
な

い
時
す
ぐ
手
伝
っ
て
い
た
が

『
ア
ス
ク
、
セ
イ
、
ド
ウ
』
を
実

践
し
て
み
る
」
な
ど
前
向
き

な
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
多
く

の
参
加
者
は
充
実
し
た
表
情

で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
「
共
働
き
で
核
家
族
。

ひ
と
り
子
育
て
で
悩
む
こ
と

が
あ
っ
た
。
研
修
会
に
参
加

し
相
談
や
愚
痴
を
言
え
る
仲

間
に
出
会
え
て
気
持
ち
が
少

し
楽
に
な
っ
た
。
厚
沢
部
の

よ
う
な
過
疎
地
で
も
、
土
日

に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら

親
同
士
交
流
で
き
る
施
設
、

気
軽
に
集
え
る
場
が
あ
れ
ば

ひ
と
り
悩
む
親
は
減
る
と
思

う
」
と
子
育
て
マ
マ
の
生
の

声
を
聞
き
、「
ま
ず
す
べ
き
こ

と
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何

だ
ろ
う
か
？
」
と
自
問
。
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
と
宿
題
を
抱

え
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第２回発達支援（発達障がい）研修会

Vol.
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

１月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり
　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

１月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は12.26日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　10.11.16.17.24.25.30.31日
午後　10.24日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　11.25日（予約以外は10時迄に受付）
午後　10.17.24日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　5.19日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

   月～金曜日（祝祭日は休診）

※新年は９日（火）より診療

内 科

外 科

16日（火）・17日（水）

23日（火）・24日（水）
眼 科 

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★子どもの健康セミナー「熱とけいれん」
　先に実施の『江差こどもの健康セミナー』の要旨を

紹介します。１回目は「熱とけいれん」についてです。

◇こどもの発熱について◇

　４カ月未満児、４日間以上の高熱、40℃後半以上の

高熱、尋常ではないぐったり感（過去に無いくらい、

強くゆさぶってもすぐに目を閉じる）、他の症状も強

い（短時間に嘔吐10回以上、咳が強く１日以上睡眠が

とれない等）場合は時間外でも受診が望ましいです。

上記に該当しなければ１日待っても大丈夫です。む

しろ発熱直後に受診しても診断が難しいことがあり

重なる受診が子どもには負担になるため「少し待つ」

事も重要です。熱冷ましは一時的に解熱させ体の回

復を狙うもので、病気自体を治す効果はありません。

38.5℃ 以上でぐったりしていれば使うメリットがあ

るでしょう。こどもの発熱の99%は感染症、それ以外

では川崎病や免疫・ホルモンの病気、薬剤熱などが稀

にあります。

◇こどものけいれんについて◇

　ほとんどが発熱時の熱性けいれんですが、稀に違

うこともあります。まずは本人の安全確保と症状の

確認が重要です。口に物を入れず、静かに横向きに寝

かせ服を緩めてください。５分以上の発作や強いチ

アノーゼが改善しなければ急いで受診の準備をして

ください。　　　　　　　   【小児科医長　野上和剛】

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。
　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。
　 皆様のご理解ご協力をお願いします。

※新年は4日（木）より診療を開始します。
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お
す
す
め
図
書

「じょやのかね」　

（とうごう  なりさ 著）　
　大晦日の夜、お父さんとはじめて除夜の鐘

をつきにいく男の子。

　夜の道を２人で歩く緊張感と、鐘の重み、

新年を迎える瞬間の期待感。　

　大晦日の空気が感じられる版画絵本です。

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「もふもふ動物

（学研の図鑑LIVEforガールズ）」

（今泉  忠明 監修）　動物好きの女の子に向けた、かわいいフワ
フワもふもふ動物大集合図鑑！

　パンダやアザラシの赤ちゃんのほか、い

ぬ、ねこ、ゾウ、キリン、ライオンなどの定番

な動物も。約150種類の動物たちを紹介。

　大根と長芋には消化酵素がたくさん含まれてい

て、年末年始後の胃腸にはとても良い食材です。

　また、大根や長芋のような根菜野菜は体を温め

る作用や、微量ではありますが、ビタミンやミネラ

ルが含まれているので風邪予防にも最適です！！

風風風風風風風風風風邪邪邪邪邪邪邪邪邪邪予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防にににににににににに最最最最最最最最最最適適適適適適適適適適風邪予防に最適！！！！！！！！！！！

関関関関関関関関関関 東東東東東東東東東東 風風風風風風風風風風 雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑関 東 風 雑 煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮

【材料】（２人分）

●切り餅　４枚

●大根　　３ｃｍ

●人参　　３ｃｍ

●長葱　　10ｃｍ

●長芋　　５～６ｃｍ

●鶏胸肉　１/４枚

●めんつゆ　ストレートで

　　　　　　１/３カップ

【作り方】

①大根と人参はいちょう切りにし、ゆで

　ておく。長葱は斜め切りにする。

②長芋は一口大に切り、ゆでておく。

③鶏胸肉に酒、塩、こしょうを少々振り、

　レンジ（600Ｗ）で３分くらい加熱し、

　食べやすい大きさに裂く。

④餅はトースター等で加熱し器に盛る。

⑤鍋につゆを作り、長葱を入れてひと煮

　立ちさせて、塩を少々加え味を調えて

　器に盛る。

　①～③の具を盛り付ければ完成。

エネルギー 294 kcal

塩分　   　　　1.8 g

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

２
０
１
８
年
、
本
年
は
戌
（
い
ぬ
）
年
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
新
年
や
犬
に
関
係
の
あ
る
新
刊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

食改さんのコメ
ント

今月の簡単レシピ
食生活
改　善
協議会

図書館
新　書
情   報

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

あ
っ
さ
ぶ

in

入
賞
作
品
を
紹
介
！

　

厚
沢
部
町
の
魅
力
を
写
真
で
伝

え
る
『
第
7
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト　

あ
っ
さ
ぶ
』
の
審
査
結
果
が

in

発
表
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
板
坂

亜
紀
子
さ
ん
（
赤
沼
町
）
の
「
そ
ば

畑
と
少
年
」
が
、
優
秀
賞
に
は
干
山

雄
人
さ
ん
（
鶉
町
）
の
「
鶉
中
あ
り

が
と
う
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
板
坂
亜
紀
子
さ
ん

は
「
厚
沢
部
に
は
子
ど
も
が
喜
ぶ

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。
子
ど
も
が
遊

べ
る
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
く
て
」
と
被
写
体
の
彪

我
君
の
顔
を
見
つ
め
な
が
ら
作
品

の
意
図
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。



17

樺
樺
樺
樺
樺

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日９９０１連続

平成29年12月22日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　1月13日（土）と27日（土）は休日のためゴミの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）

（
受
付
時
間
：
9
時
～　

時
）

17

― １月＆２月の行事＆お知らせ ―

　

国
民
の
6
人
に
1
人
が
貧
困
状

態
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
高
齢
者
の

生
活
保
護
受
給
者
の
伸
び
率
が
高

い
な
ど
事
態
は
益
々
深
刻
な
状
態

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
受
け

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
生
活
困
窮
者
を
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保

護
制
度
へ
1
人
で
も
多
く
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、『
生
活
保
護
無

料
相
談
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
。
相
談
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

1
月　

日　
28

（日）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

16

◆
専
用
（
臨
時
）
電
話
番
号

　

☎

0
1
2
0
‐
0
5
2
‐
0
8
8

戸 籍 の 窓
（12月22日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（＋14）2,3411,2321,1091,170下地区

（－7）694355339340鶉地区

（＋2）966502464468館地区

（＋9）4,0012,0891,9121,978全　町

平成29年11月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

10件今月の寄附件数

640,000円今月の寄附金額

28件
平成29年度
寄附件数累計

945,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（12月22日届出分まで）

※外国人住民を含む

電話番号病院名当番日

52-1070佐々木病院1月27日（日） 

52-1366勤医協江差診療所28日（祝） 

52-0036道立江差病院14日（日） 

52-0036道立江差病院21日（日） 

55-2017上ノ国診療所28日（日） 

52-1070佐々木病院2月24日（日） 

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
放
送
や

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る
正
規
の
大

学
で
す
。
学
位
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
自
己
実
現
を

目
指
す
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
、
平
成　

年
度
4
月
入
学

30

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

こ
の
機
会
に
ご
入
学
く
だ
さ
い
！

☆
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

6
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

□
ポ
イ
ン
ト
１　

　

学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
！
学
力

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
ポ
イ
ン
ト
２　

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送

授
業
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
！

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん

か
？
4
月
入
学
生
募
集
中
！

□
ポ
イ
ン
ト
３　

　

大
学
卒
業
（
学
位
取
得
）
や
資
格

取
得
を
目
指
せ
ま
す
。

□
ポ
イ
ン
ト
４　

　

１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。
半
年

だ
け
の
在
学
も
Ｏ
Ｋ
！

□
ポ
イ
ン
ト
５　

　

負
担
が
少
な
い
授
業
料
が
魅
力

で
す
。

□
ポ
イ
ン
ト
６　

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
！

●
出
願
期
間　

2
月　

日　

迄

28

（水）

●
資
料
請
求
（
無
料
）・
問
合
せ
先

〒
0
6
0
‐
0
8
1
7　

札
幌
市
北
区
北　

条
西
8
丁
目

17

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

☎

0
1
1
‐
7
3
6
‐
6
3
1
8

　
 h

ttp
://w
w
w
.O
u
j.a
c
.jp

赤沼町　荒木和嘉子さん（73歳）12/25

赤沼町　伊勢　　守さん（89歳）12/27

おくやみもうしあげます

おたんじょうおめでとう！

新　町　 並　川　 千　聖 くん   12/11
ちさと

　       （光生さん・麻子さんの子）

直
近
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

★
相
模
原
市
・
林
敏
幸
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

3
0
0
，
0
0
0
円

★
鶉
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

（
代
表
・
岩
田
冨
貴
子
さ
ん
）
か
ら

　
　
　
　
　

3
0
，
0
0
0
円

★
札
幌
市
・
工
藤
亮
太
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

★
札
幌
市
・
阿
部
光
雄
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

『
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
電

話
相
談
会
』
開
催
に
つ
い
て

16

★
江
差
町
文
化
会
館

○
1
月　

日　
11

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

○
1
月　

日　
23

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、
精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
（
1
月　

日　

午
前
中
迄
）

11

（木）

申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

1
月　

日　
 

16

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

行

２

 
＆ 事

お

知
ら
せ

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場
の
開
設
期
間
と

平
成　

年
分
変
更
点
に
つ
い
て

29

　

2
月　

日　

か
ら
3
月　

日　

16

（金）

15

（木）

『
平
成　

年
分
確
定
申
告
の
相
談

29

及
び
申
告
書
の
受
付
』
が
、
江
差
税

務
署
で
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
早
め

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
分
の
確
定
申

29

告
か
ら
『
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
添
付
が
義
務
化
』
さ
れ
、
領
収
書

の
代
わ
り
に
医
療
費
控
除
明
細
書

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
に
は
医

療
を
受
け
た
人
ご
と
、
病
院
・
薬
局

ご
と
に
医
療
費
を
合
計
し
て
記
載

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

医
療
費
控
除
の
明
細
書
や
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
医
療
費
の
領
収
書
は
、
自
宅
で

5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
時

は
提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
）
。

◆
問
合
せ　

江
差
税
務
署

江
差
町
字
姥
神
町　

番
地
1

167

　

檜
山
地
方
合
同
庁
舎

  

☎

5
2
‐
0
0
7
8

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗

駅
～
札
幌
駅
）
建
設
工
事
の
う
ち

町
内
に
走
る
渡
島
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
発
生
す
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土

（
要
対
策
土
）
の
処
理
に
係
る
地
域

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
く

の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
程　

1
月　

日　
15

（月）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

19

30

◆
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　

掘
削
土
（
要
対
策
土
）
の

　

受
入
予
定
地
と
処
理
方
法
等

◆
問
合
せ　

鉄
道
建
設
・
運
輸
施

　

設
整
備
支
援
機
構
北
斗
建
設
所

　

☎

0
1
3
8
‐
7
7
‐
1
7
2
2

　

１ 
＆

申込締切受講料時　間日　程住民講座名

1月19日（火）

各2,000円13：00～15：00

1月10日（水）

フラダンス教室

1月23日（火）1月24日（水）

1月11日（木）6,000円18：30～20：30
1月23日（火）

～26日（金）   
パソコン初心者講座

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ

ン
ス
制
の
実
施
に
つ
い
て

　

左
記
の
間
、
檜
山
管
内
海
域
で

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
を
行
う
方
は

『
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ
ン

ス
』
を
必
ず
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　

1
月　

日
～
5
月　

日

10

21

◆
場
所　

檜
山
振
興
局
管
内
海
域

（
八
雲
町
熊
石
地
区
海
域
を
含
む
）

◆
問
合
せ　

　

檜
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　

   
☎

5
2
‐
6
5
5
6

　

檜
山
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り

　

ラ
イ
セ
ン
ス
実
施
協
議
会　
    

   
☎

5
2
‐
3
3
0
0

北
海
道
新
幹
線
渡
島
ト
ン
ネ
ル

発
生
土
処
理
説
明
会
に
つ
い
て

  ☆☆☆厚沢部町役場から「臨時開庁」のお知らせ☆☆☆　
　本年の御用始めは１月９日（火）ですが、閉庁日が長期になるため、
１月４日（木）午前８時30分から午後１時まで、総務政策課・税務財政
課・保健福祉課・出納室は臨時開庁します。どうぞご利用ください。
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 時 
と

 間 
き

刻 む
を

▲最後の厚沢部中学校全校生徒・教職員による集合写真

厚
沢
部
中
学
校 
閉
校
式
・
思
い
出
を
語
る
会

ん
（
3
年
）
は
「
先
輩
た
ち
が
築
い

て
き
た
『
礼
儀
や
挨
拶
の
大
切
さ
』

『
厚
中
魂
』
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
新
・

厚
沢
部
中
学
校
の
伝
統
と
歴
史

作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
在

校
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
思
い
出
を
語
る

会
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
卒
業
生
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
や
当
時
の
写
真
を
見
な
が
ら
、

出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
厚
中
の
思
い

出
を
胸
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
昭
和　

（
1
9
4
7
）
年

22

厚
沢
部
村
俄
虫
中
と
し
て
開
校
。

昭
和　

（
1
9
6
3
）
年
7
月
、
町

38

制
施
行
に
よ
り
厚
沢
部
中
に
改
称

し
、
こ
れ
ま
で
4
0
0
8
名
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
塩
﨑
校
長
は
「
心
身
調

和
の
と
れ
た
生
徒
を
育
ん
で
き
た

厚
沢
部
中
の
閉
校
は
万
感
こ
み
上

げ
る
も
の
が
あ
る
が
、
終
わ
り
は

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト
で
も

あ
る
。
卒
業
生
は
高
校
生
と
し
て

在
校
生
は
新
・
厚
沢
部
中
学
校
生

徒
と
し
て 
邁
進 
し
て
欲
し
い
」
と

ま
い
し
ん

挨
拶
。
生
徒
代
表
の
清
水
景
哉
く

「　

年
の
歴
史
に
幕
」
町
内
3
中
学
校
を
3
月
に
統
合

71

「
終
わ
り
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
の

始
ま
り
を
意
味
す
る
」

　

町
立
3
中
学
校
は
平
成　

年
3
月
末
に
閉
校
し
、
4
月
よ
り
3
校
を
統

30

合
し
た
『
新
・
厚
沢
部
中
学
校
』
を
開
校
す
る
こ
と
に
伴
い
、
厚
沢
部
中
学
校

（
塩
﨑
弘
明
校
長
、　

名
）
の
『
閉
校
式
』
と
『
思
い
出
を
語
る
会
』
が
、　

月　

69

12

10

日　

に
行
わ
れ
、
在
校
生
や
同
窓
生
ら
約
2
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

（日）

　

な
お
、
鶉
、
館
中
の
閉
校
式
は
1
月　

日
と
2
月　

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

28

18

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
広

報
あ
っ
さ
ぶ
を
ご
覧
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昨
年
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
１
年
を
お
過
ご
し

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
厚
沢
部
町
の
昨
年
の
あ
ゆ

み
は
2
～
3
頁
に
掲
載
し
ま

し
た
が
、
特
に
総
合
給
食
セ
ン

タ
ー
の
完
成
、
配
食
開
始
は
多

世
代
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
寄
与
す
る
も
の
で
心
か
ら

嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。
今
か

ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と　

年
前
、

19

平
成　

年　

月
に
開
催
し
た

10

11

『
中
学
生
議
会
』
で
「
温
か
い
給

食
が
食
べ
た
い
」「
町
に
給
食

セ
ン
タ
―
が
欲
し
い
」
な
ど
と

多
く
の
議
員
（
中
学
生
）
が
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

提
案
し
て
い
た
と
当
時
の
広

報
あ
っ
さ
ぶ
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
が
長

年
望
ん
で
い
た
総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
が
厚
沢
部
農
業
の
『
地

産
地
食
』
の
拠
点
施
設
と
し
て

更
な
る
地
域
の
活
性
化
を
生

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
も
多
く
の
方
と
出
会

い
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
が
き
で

新
年
の
挨
拶
が
で
き
る
こ
と

も
含
め
広
報
担
当
者
が
ゆ
え

に
得
ら
れ
る
機
会
と
感
謝
し

現
状
に
言
い
訳
す
る
こ
と
な

く
心
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。
本
年
も
す
き
な

町
あ
っ
さ
ぶ
の
広
報
を
少
し

ず
つ
で
も
手
を
加
え
、
行
政
と

町
民
、
町
民
と
町
民
の
情
報
の

懸
け
橋
と
し
て
役
立
つ
広
報
、

読
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で

ど
う
か
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
。
本

年
も
多
く
の
情
報
や
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
三
）
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